
  

こんにちは、ふれディア通信編集部です。春は八百屋やスーパーの店先が、ぱっと明るくなる季節です。春キ

ャベツ、新たまねぎ、たけのこ、菜の花、そら豆。どれも柔らかくて瑞々しく、冬の野菜とはまるで違う表情

をしています。旬の食材というのは、本当によくできた仕組みだなと感じます。寒い冬には身体を温めてくれ

る根菜が出回り、暖かくなると水分たっぷりの葉物が増える。自然がその季節に必要なものをちゃんと用意し

てくれています。スーパーに行けば一年中たいていの野菜が手に入る時代ですが、やはり旬のものは味の濃さ

が段違い。物価の上昇が続いて食費のやりくりに気を使う日々も続いていますが、でも旬の食材は出回る量が

多い分、比較的お手頃なことが多いのもありがたいところです。たけのこご飯、菜の花のおひたし、新たまね

ぎのスライスにかつお節を乗せるだけ、特別な調理をしなくても、素材の力だけで食卓が華やぐのは、旬なら

ではの贅沢です。旬の食材を使った料理を囲んで、「やっぱり春はこれだよね！」と家族と笑い合う。その何気

ないやり取りの中に、暮らしの豊かさがあります。高級なレストランに行かなくても、旬を意識するだけで、

日々の食事がちょっとした行事にもなりますよね。さて話題は変わり、先月は野球の世界大会「ワールド・ベ

ースボール・クラシック（WBC）」で日本中が盛り上がりましたね。東京ドームでの一次ラウンドには多くの

観客が詰めかけ、テレビやネット配信の前でも、日本代表の戦いに声援を送った方が大勢いらっしゃったので

はないでしょうか。国際大会が面白いのは、普段それほどスポーツを見ない人まで巻き込む力があること。職

場でも、ご近所でも、「昨日の試合、見ましたか」という会話が自然と生まれる。スポーツには、立場も年齢も

関係なく、人と人をつなぐ力があるように思えます。WBC の期間中、あちこちでそんな光景が見られたはず

です。四月からはプロ野球のシーズンも本格的に始まります。推しのチームがある方も、ない方も、何かを夢

中で応援できるものがあるというのは、それだけで暮らしに彩りを添えてくれます。今年はどんなドラマが待

っているでしょうか。さて、春風が心地よい季節になりました、どうかお身体を大切にお過ごしください。 


